













The present situation and the future of “Tree Burial” in Contemporary Japan


























































































































































































































遺骨あり 粉骨前 １体 　20 　155 　7.8倍
遺骨あり 粉骨前 ２体 　10 　　74 　7.4倍
遺骨あり 粉骨済 １体 　25 　　75  3.0倍
遺骨あり 粉骨済 ２体 　20 　　64 　3.2倍
遺骨あり
粉骨前 ２体 　40 　498 12.5倍
＋生前
遺骨あり
粉骨済 ２体 　60 　236 　3.9倍
＋生前
生前 粉骨前 １体 　30 　959 32.0倍
生前 粉骨前 ２体 100 3110 31.1倍
生前 粉骨済 １体 　47 　730 15.5倍
生前 粉骨済 ２体 148 2268 15.3倍






















































































































0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%
自然（土）に還ることができるから
継承者がいなくてもいいから
住んでいるところの近くなので
故人が望んでいたから
「桜」が好きだから
自然を守ることにつながるから
葬儀や死後のことを託すエンディングサポートがあるから
跡継ぎのことなど、子どもに負担がかかるので、自分の代で
終わりにしたいから
一般のお墓より安いから
生前の活動が充実しているから
その他
無回答
「桜葬」に関する会員意識調査、2012年
図表９　「桜葬」墓地を選んだ理由はなんですか。（上位３つ以内）（n=1213）
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　 井上：現代日本における樹木葬の実態と今後
訪れて、家族で代々守っていくお墓のシステムは、意味が薄れつつあるようにみえる。樹木葬は決し
て跡継ぎのいない人々のための墓ではなく、一般的な選択肢の一つになっていることがわかる。人々
は伝統の良さを踏まえつつも、それに代わる新しいコミュニティ、追悼のあり方を模索しはじめてい
る姿が捉えられた。
　戦前の家制度時代のような「家族の永遠性」が見込まれない時代に、家族も含みつつ「自然の永遠
性」にかぎりなく回帰していく。このように樹木葬は、家族の変化や自然破壊が起こった、高度経済
成長を成し遂げたあとの社会に出現する傾向があり、先進諸国に共通して見られる墓の一形態であ
る。
【注】
（１）生涯未婚率は、2030年に男性30%、女性23%になると推計されている。2030年には日本の総人口は１億1662
万人に減ると予測されており、そのうち4911万人が未婚者と死別・離別者となる。その割合は実に42%にも
上る。「2010年は、全年齢の既婚者6497万人に対して、未婚者が3020万人、死別・離別者が1552万人でした。
これが2030年には、既婚者が5497万人に減り、未婚者は3027万人で横ばいですが、死別・離別者が1884万人
に増加します。未婚者と死別・離別者の合計は4572万人から4911万人に増加。総人口の半数近くが未婚者と
死別・離別者で占められるのです。特に80歳以上で死別・離別（実際には多くが死別者）が激増しています」
『データでわかる2030年の日本：』より
（２）「桜葬」に関する会員意識調査／１．調査名：「桜葬」に関する会員意識調査／２．対象：NPO法人エンディ
ングセンター会員（正会員・一般会員）／３．調査者：井上治代（東洋大学ライフデザイン学部教授）／４．
方法：郵送法／５．期間：2012年８月16日～25日／６．回答数：郵送総数：1768通、有効回答数：1284通、
無効回答数：22通／本調査は、井上治代が科学研究費助成事業＜学術研究助成金助成金＞を受けて実施した
ものである。
【参考文献】
井上治代2012年『桜葬―桜の下で眠りたい』、三省堂
井上治代2012年「集合墓を核とした結縁―桜葬の試み」p239～p263、大谷栄一他編著『地域社会をつくる宗教』
叢書　宗教とソーシャル・キャピタル　第２巻、明石書店
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